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言拒

多E

近

商

江

人

起

の

源

菅

里子

手11

太

艮I~

貨
幣
叫
使
用
が
枇
曾
一
般
に
普
及
し
初
め
る
Z
同
時
に
生
宇
る
こ
ご
は
‘
商
人
階
紋
M
F

枇
曾
上
に
地
位
を
占
め

る
こ
ど
で
ゐ
る
o

我
困
も
徳
川
時
代
山
中
頃
か
ら
貨
幣
は
田
併
に
迄
も
普
及
す
る
こ
ご
、
な
h
'
U

之
E
同
時
に
町

人
が
枇
曾

ω
一
大
勢
力
た
る
地
位
を
占
的
、
絡
に
嘗
時
の
支
配
階
放
た
る
武
士
階
級
を
腿
迫
す
る
に
至
っ
た
叫
此

の
時
代
正
前
後
し
て
専
ら
言
ひ
胸
ら
さ
れ
た
言
葉
に
「
近
江
泥
坊
伊
勢
乞
食
」
t
h
r
、
又
は
「
近
江
商
人
」
ピ
か
い
ふ

こ
t
が
ゐ
る
o

こ
れ
は
即
ち
骨
岡
崎
勃
興
し
た
町
人
階
紙
山
内
に
、
近
江
出

ω商
人
が
共
り
数
り
上
に
於

τ叉
質

ω

.
上
に
於

τ優
れ
て
居
た
こ
ご
を
示
す
も
の
で
ゐ
品
。
従
っ
て
徳
川
時
代
に
於
け
る
町
人
階
級
的
勃
興
を
研
究
す
る

に
就
い
亡
は
、
先
づ
延
江
商
人
の
活
動
を
究
む
る
必
要
が
ゐ
る
。

か
f
の
如
〈
我
国
商
業
り
俊
足
上
に
重
大
な
意
義
を
有
せ
る
近
江
商
人
は
、
如
何
に
し
て
俊
生
せ
し
か
ご
V
ふ

艶

苑

延
江
商
人
由
起
掠

第
三
十
六
魯

九
O
五

第
六
都

八

本庄同士、涯世封建iii/;合白研究却耳
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部
六
批

第
二
十
六
巻

九
O
大

J、

手Il

話

近
江
尚
人
白
起
泌

に
、
こ
れ
に
就
い
て
は
諸
説
ゐ
る
も
、
未
に
五
日
人
を

L
て
首
肯
せ

L
む
も
仁
足
る
も
の
が
な
い
。
芸
の
一
読
じ

は
・
特
に
延
江
尚
人
ご
し
工
、
枇
曾
に
共

ω地
位
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
近
世
で
あ
り
、
且
つ
現
在
存

在
す
る
近
江
出
身
り
豪
雨
が
、
多
く
徳
川
時
刊
に
俊
せ
る
一
』
ご
に
基
い

τ、
延
江
市
入
山
り
起
訴
を
・
}
泡
世
に
於
け

る
農
民
り
生
活
雑
に
求
め
て
居
る
者
が
多
い
。
印
も
徳
川
氏
は
白
山
郡
山
靭
業
hy
安
聞
に
し
、
天
下
を
制
限
す
る
政

策
ご
し
て
、
近
江
セ
一
問
問
中
ム
り
傾
有
に
蹄
ゼ
し
め
十
し
て
、
幕
府

ω
直

結

地

諮

侠

ω
領
地
、
会
卿

ω
食
邑
.
旗

下
山
り
釆
地
、
枇
寺
的
所
側
等
百
四
十
品
川
に
分
割

L
た
。
而
し
て
か
〈
の
如
〈
分
出
陣
せ
る
諸
伎
が
、
苛
欽
諒
求
を
専

に
し
た
、
め
、
且
又
早
害
水
一
息
交
々
生
じ
た
、
め
、
農
民
は
故
郷
に
於
一
1
生
活
し
難
〈
な
り
、
巳

Uev-得
A
V
鋤
鍬

を
拠
も
て
、
天
秤
絡
に
換
へ
て
行
尚
し
た
o

司}れ

W
近
江
尚
人

ω起
源
で
あ
る
三
い
ふ
の
で
あ
る
。
司
馬
江
誕
の

著
し
た
「
森
被
桜
筆
記
」
仁
も
次
的
知
〈
山
て
股
る

U

「
一
也
江
凶
水
口
、
よ
り
一
-
一
皿
人
り
て
、

H
町
と
い
ふ
師
、
川
本
町
と
い
，
い
所
に
巾
月
以
左
衛
門
と
い
ふ
者
向
日
単
に
で
あ
り
け
る
が
、
日
時
は
一
向
仙

-棋のあ
b
f
れ
ば
人
ω泊
行
な

L
、
故
に
尚
ひ
山
干
立
た
し
、
組
じ
て
近
江
山
岡
山
人
物
は
、
心
肝
大
き
〈
思
胤
あ
り
、
日
野
は
山
主
崎
き
、
尚
人

、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
.
、

.

.
 、
、
、
、
、
、
、
、

自
他
且
え
ず
、
然
る
に
自
尚
多
L
、
又
比
の
近
き
に
入
M

酬
と
い
ふ
に
も
一
民
家
あ
り
、
共
山
地
貧
に
し
て
前
世
此
り
酷
き
也
土
は

ιず
h
M
め
る
者
あ

、り、
L

託
料
尚
人

ω越
川
脚
じ
闘
す
る
他
り
一
説
は
・
近
一
以
凶
人

ω前
身
よ

h
論
じ
た
る
も
の
で
ゐ
る
』
例
へ
迎
今
日
日

本
版
指

ω素
封
い
ふ
で
ゐ
る
三
井
・
鴻
池
叫
加
先
が
、
近
江
り
守
護
佐
々
木
支
流
り
武
士
で
あ
っ
た
如
く
、
鎌
倉
以

来
氷
誠
年
間
迄
・
近
一
札
り
守
護
た
り
し
佐
々
木
山
一
族
遺
山
及
び
紙
凹
氏
的
安
土
城
焼
訂
後
、
立
(
の
池
山
叫
で
二
者

に
仕
ふ
る
一
」
子
宮
欲

L
な
か
っ
た
者
が
、
始
め
各
村
落
に
散
崩
し

τ農
民
正
な
っ
た
が
、
武

(ω
絞
農
業

ω傍
天
秤

平淵光段、近江商人 8-J2rr 
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棒
を
肩
に
し
て
、

麻
布
編
笠
茶

ω
他
日
用
諸
H

問
例
央
れ
己
な
〈
荷
携
ひ
、

近
郷
近
在
仁
販
寅
し
、

其

ω結
川
市
武
士

の
同
市
は
宇
農
午
前
£
な
っ

τ、
山
崎
か
に
糊
口
合
波
い
H
h
。
然
る
に
日
月
が
経
過
す
る
仁
従
ひ
、
商
ひ
に
巧
ピ
な

h
、

に 不1)

歪主主
つも
た多
ω 〈
fごな
己つ
設て
明
し商
τα」
居利
る())

。"農

f会
る

を
生日
'J 

て

法
闘
に
迄
行
商
し
、

帥
棺
仁
議
仁
於
て
近
江
商
人
を
産
む

以
上
り
二
訟
は
も

近
江
市
間
人

ω起
訴
を
近
世
に
求
む
る
設
で
ゐ
る
。

凡
そ
商
人
位
栄
枯
盛
衰
的
刻
繁
な
む
の
は

な
い
o

成
殺
現
在
、
近
江
尚
人
£

L
て
活
躍
せ
る
者
は
、

多
〈
伶
ム
リ
沓
家
で
な
く
て
、

戦
闘
時
代
又
は
徳
川
崎
代
に

俊
し

t
居
る
が
、

二
三
代
前
よ

h
の
前
人
も
亦
近
江
耐
人
正
い
ひ
得
る
如
〈
.
佐
々
木
時
代
・

織
問
時
代
に
組
先

を
有
す
る
人
も

同
じ
く
近
江
向
人
司
ゐ
る
ピ
い
ひ
得
る
か
ら
し

τ、

は
徳
川
時
代
仁
ゐ
る

E
は
限
ら
な
い
Y
O

叉
躍
に
一
領
主
的
波
務
或
は
側
主
内
総
求
に
よ
っ
て
、

近
江
向
人
の
超
源
が
、

必
中
戦
闘
時
代
叉

巾同

μ
二戸
Z
r
L
h
H
q目、

4
1
l
-
t
H
J
 

が
出
現
!
得
る
も
山
り
で
も
な
い
。

そ
れ
等
の
-
』
ご
が
彼
等
を
活
躍
せ
し
む
る
何
等
か
の
動
機
己
な
っ
た
こ
ピ
は
、

恐
ら
〈
百
定
(
難
い
所
で
め
る
が
、

併
L
近
江
商
人
出
現
的
素
闘
は
、

般
に
そ
れ
よ
b
前
か
ら
醸
生
さ
れ
て
府
た

-
b
、ノこ
H
R
E
‘10
、。

じ

t
量
Y
'
E
F

従
っ
て
以
上
の
二
説
は
、

近
江
商
人

ω
起
訴
を
明
じ
す
る
も
山
一
ど
は
い
ひ
難
い
。

次
に
近
江
市
人
め
旭
川
酬
を
自
然
上
ょ
の
諭
す
る
者
が
め
る
。

卸
も
自
然
記
入
文
正
の
闘
係
全
考
察
し
、
延
江
商

人
的
出
現
に
就
い
て
も
、

自
然
り
攻
境
を
殊
真
に
高
制
す
る
設
で
あ
る
。

先
つ
第
一
に
は
、

湖
水
ご
の
関
係
t
f
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

琵
琶
湖
に
親
ん
だ
返
江
人
が
、

不
知
不
識
的
問

に
故
郷
に
般
止
せ
守
、

他
共姻i
0) Iこ
先 IH
届且づ
でる
ゐに
る歪
正 h
設
〈進
μ主/レ

で で
ゐ 1"i
る I崎
0"， L 

1z 

J 

‘ー
が

近
江
南
人
の
起
孤
で
あ
り
、

従
てJ

て
琵
琶
湖
畔

ω漁
民
が
、

揖

;lfl 

λ 

近
江
尚
人
白
担
涼

第
二
十
六
巻

九
O
七

都
大
都

28ft 
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第
エ
十
六
轡

九
O
A

第
六
都

λ
回

第
二
に
交
辿
上
の
位
置
及
び
産
物
の
豊
富
で
あ
っ
た
こ
正
が
、
主
(
の
起
源
で
ゐ
る
£
い
ふ
裁
が
あ
る
。
近
江
は

日
本
の
略
ぽ
中
央
に
位
し
、
京
都
を
始
時
、
東
海
、
中
仙
、
北
陸
の
各
道
へ
の
通
路
で
ゐ
h
、
且
つ
琵
琶
湖
に
よ

る
水
運

ω便
ゐ
る
た
め
、
交
通
り
要
路
に
嘗
っ
て
居
る
。
土
民
階
級

ω枇
曾
運
動
の
先
鞭
を
つ
り
た
馬
借
・
一
授

が
、
「
氾
汀
仙
の
馬
備
に
よ
っ
て
起
色
れ
た
こ
正
は
、
常
時
近
江

ω馬
借
が
活
躍
し
た

-
Eを
示
す
も
の
吋
め
る
が
、

又
誌
の
活
躍
は
、
近
江
が
交
通

ω要
路
に
蛍
り
、
且
つ
商
業
的
繁
栄
し

τ居
た
ニ
ピ
じ
基
レ

τゐ
る
。
か
〈
の
却

〈
交
通
の
要
路
に
賞
品
占
』
ご
が
、
自
然
に
佐
民

ω慣
習
を
移
動
的
た
ら

L
め
て
、
遠
地
へ
商
人
を
出
し
、
金
岡
大

十
徐
州
に
亘
h
て
活
躍
せ
し
む
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る

Z
い
ふ
の
で
ゐ
品
。

第
三
に
近
江
に
は
曾
っ
て
帝
都
が
ゐ
h
、
又
其

ω位向
1i
が
帝
都
的
近
く
で
あ
っ
た
、
め
、
自
然
商
業
が
盛
正
な

っ

τ、
豪
商
を
山
す
こ
ご
に
な
っ
た
ご
す
る
設
が
ゐ
る
引
例
へ
ば
文
明
九
年
に
京
都
内
西
陣
が
解
健

Lτ
、
東
陣

の
勝
士
が
、
追
々
其
山
本
凶
に
下
向
し
、
京
都
が
盗
嵐
Z
な
っ
た
、
め
、
近
江
的
米
両
人
が
大
釘
盤
を
受
り
た
こ

吉
、
並
び
に
近
江

ω守
縫
六
角
氏
が
、
屡
米
止
め
古
い
ム
防
鮫
A

ザ
を
後
つ
し
て
京
都
人
的
生
存
を
脅
威
し
た
こ
己

は
、
共
に
延
江
正
京
都
芭
の
経
済
的
闘
係
を
説
明
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
〈
の
如
き
闘
係
よ
b
L
τ
近

江
商
人
の
繁
築
を
来
し
た
の

r
t設
い
て
居
る
。

以
上

ω外
麗
ら
に
、
白
鳴
り
環
境
ご
し

τの
地
積

ω狭
少
な
る
こ
ご
及
び
気
候

ω影
響
を
、
近
江
商
人
の
起
訴

に
暴
げ

τ居
る
者
が
あ
る

G

同
よ
h
吾
々
が
人
文
を
研
究
す
る
仁
首
っ
て
、
自
然
ゆ
影
響
を
看
過
す
可
ら
F
る
こ
さ
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
以

上
越
ぺ
た
自
然

ω
環
境
が
、
近
江
商
人
を
出
す
に
多
少
典
っ
て
カ
の
あ
っ
た
-
』
ご
は
、
容
易
に
認
め
得
る
所
で
ゐ

前

苑

近
江
商
人
白
起
源

旗第トヅレフ

究

ン

将

川

、

E

J
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る
が
、
併
し
近
江
商
人
の
起
柑
酬
を
考
察
す
る
に
就
い

τは
、
夏
ら
に
其
り
外
に
看
過
し
難
い
重
要
な
貼
が
あ
る
o

一
般
的
に
近
江
商
人
五
離
し
で
は
居
る
が
、
近
江
商
人
は
近
江

ω至
る
蕗
よ
り
出
現
し
た
も
の
で
は
な
〈
、
唯
近

江
の
一
地
方
か
ら
現
は
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
卸
も
糊
束
の
荷
生
・
紳
崎
・
愛
知
・
犬
上
の
四
都
所
調
中
郡
よ
り
出
て

居
る
。
然
る
に
自
然
り
環
境
が
及
ぼ
す
影
響
は
、
恐
ら
く
近
江
闘
会
館
に
及
ん
.
た
も
の
ご
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
環

境

ω影
響

ωみ
を
以

τし
で
は
、
何
故
助

ω四
郡

ωみ
よ
ち
近
江
商
人
が
出
た
か
ご
い
ふ
理
由

ω説
明
に
は
な
ら

な
い
w
o

術
以
上
車
中
げ
た
総
べ
て
の
訟
は
、
一
般
に
商
人
の
出
現
を
説
明
し
得
る
が
、
近
江
商
人
ご
し
て
の
特
段
な

る
商
人
の
附
現
を
設
明
す
る
に
は
不
十
分
で
め
る
。
差
L
以
上
皐
げ
た
も
の
ご
同
じ
僚
件
を
具
備
す
る
他
凶
.
又

は
近
江
国
内
の
他
地
方
に
於
て
、
近
江
商
人
に
比
敵
す
る
如
き
大
商
人
を
出
古
い
る
に
拘
ら
争
、
濁
り
近
江
・
而

か
も
此

ω
四
都
的
み
よ
ち
大
商
人
を
出
す
に
至
っ
た
が
た
め
に
は
、
其
蕗
に
以
上
邸
中
げ
た
理
由

ω外
に
夏
ら
に

何
等
か
の
貫
大
な
原
因
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
要
す
る
に
近
江
商
人
ご
い
ふ
特
段
な
る
商
人
が
、
特
に
近

江
園
内

ω四
郡
よ
り
興
っ
た
理
由
を
、
他

ω方
商
で
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
向
。

-一

特
に
近
江
商
人
が
家
前
ご
な
h
、
全
国
に
応
舗
を
有
し
て
商
業
上
に
活
躍
す
る
に
至
っ
た
こ
ピ
が
、
国
よ
り
彼

等
近
江
市
阿
人
の
性
質
気
象
に
少
か
ら
や
基
い
た
こ
ピ
は
明
で
ゐ
る
。
即
ち
忠
質
業
に
服
し
、
勤
俄
産
を
治
め
、
事

を
去
り
寅
に
就
君
、
荒
息
相
誠
む
る
を
其
の
習
俗
芭
な
[
、
機
敏
・
級
縫
・
勇
敢
・
必
耐
は
皆
近
江
市
阿
人
同
地
有
の
長

所
で
あ
っ
て
、
叉
こ
れ
が
他
の
両
人
吉
匝
別
せ
し
む
る
に
至
っ
た
所
以
で
も
ゐ
る
引
併
し
乍
ら
近
江
商
人
が
大
商

人
正
し
て
成
功
L
得
た
る
が
セ
め
に
は
、
唯
そ
れ
の
み
で
事
足
h
た
誇
で
は
な
い
。
一
元
来
近
江
の
住
民
が
商
人
ご

詑

苑

近
江
商
人
由
起
源

第
二
十
六
巻

丸

O
九

停
山
ハ
醐
郡
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苑
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紅
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防
人
の
起
融

説
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L
て
活
動
せ

L
Z
同
じ
〈
、
諸
岡

ω商
人
も
盛
ん
仁
商
業
上
仁
接
展
せ
ん
ど

L
た
の
で
あ
ら
う
が
、
濁
hJ
近
江
市
川

人
的
み
が
、
名
を
血
中
げ
る
仁
歪
っ
た
の
は
、
其
蕗
仁
何
等
か
の
理
由
が
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
o

中
世

ω欧
洲
に
於
て

活
躍
し
た
μ

ン
ザ
岡
知
商
人
及
び
グ
エ
ニ
λ

商
人
法
が
、
あ
れ
程
商
業
上
に
肱
宮
町
民
L
た
の
は
、
勿
論
稀
々
の
原
因

に
よ
っ
て
局
た
の
で
は
あ
る
が
、
主
(
の
中
特
仁
彼
等
が
劃
外
通
商
上
仁
郁
々
の
特
擦
を
享
有
し
た
こ
さ
に
基
(
ニ

ご
が
少
〈
な
か
っ
た
o

例
へ
ば
英
凶

ω貿
易
商
人
出
現
前
、
笑
闘
の
劃
外
貿
易
を
殆
ん
い
と
濁
占
し
た
彼
等
商
人

は
‘
皆
英
凶
闘
王
か
ら
併
維
を
享
有
し
て
庖
穴
山
り
で
あ
る
。
近
江
の
住
民
が
以
上
述
べ
た
性
質
を
川
A

ザ
有
す
る
ご

し
て
も
、
彼
等
が
商
人
ピ

L
て
批
植
皮
す
る
が
た
め
に
は
、
彼
等
も
同
様
に
商
業
上
に
特
別
の
息
地
(
又
は
特
段
な
る

後
肢
の
機
舎
が
興
へ
ら
れ
た
己
い
ふ
-
」
己
を
其
の
依
件

Z
Lた
の
で
あ
る
。
務
に
於
て
近
江
商
人
ご
市
座
ご
の
関

係
が
、
考
察
せ
ら
れ
る
評
で
め
る
が
、
阪
に
此
的
関
係
に
留
志
し
て
近
江
商
人
の
起
源
を
論
じ

τ尉
る
者
が
あ

品。
曾
っ
て
近
江
市
阿
人
の
享
有
し
た
特
催
、
卸
ち
権
門
勢
家
よ
り
享
け
た
特
段
な
る
保
護
を
明
に
す
る
文
帯
が
、
最

近
滋
賀
職
油
生
郡
中
野
村
今
期

ω日
士
ロ
紳
枇
に
於
て
後
見
苫
れ
た
日
此

ω
日
吉
紳
批
文
書
に
よ
っ

τ明
ピ
な
っ
た

こ
正
は
，
近
江
商
人
山
現
の
中
郡
の
地
域
に
於
て
、
鎌
倉
山
川
代
の
中
葉
か
ら
市
北
朝
室
町
時
代
に
亘
り
て
、
市
挺

殊
に
市
座
が
後
迩
L
、
叉
此
等
の
市
の
聞
を
巡
廻
す
る
行
商
が
盛
ん
で
ゐ
っ
た
こ
ご
で
あ
る
。
而
し
て
近
江
の
市

に
は
座
の
ゐ
る
ニ
ご
佐
原
則
正
し
、
座
に
局
す
る
商
人

ωみ
が
、
専
資
ゆ
特
権
を
得
て
管
業
し
た
の
で
あ
る
。
自

ら
市
を
有
し
な
が
っ
た
が
、
此
等
の
市
に
出
入
し
た
行
商
人
も
、
多
(
の
特
権
を
享
有
し
、
闘
内
は
勿
論
、
岡
外

に
迄
畿
展
し
て
行
商
し
た
。
か
〈
の
如
〈
彼
等
商
人
が
、
活
躍
し
得
た
の
は
、
一
に
本
所
よ
り
興
へ
ら
れ
た
特
機

n古叫肩上丈君iによりて近紅白ili座を研究 Lた論著は衣の加(.c;;o 。即ち三
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に
基
い
た
も
一

ωで
あ
る
G

賓
に
逗
江
商
人
ピ

Lτ
の
商
業
上
の
地
位
は
、
此
の
市
座

ω成
立
時
代
に
建
設
せ
ら
れ

た
も
の
で
ゐ
る
o

従
っ
て
返
世
に
入
つ
℃
商
工
業
が
漸
〈
雌
ん
ご
な
る
や
、
前
代
よ
り
多
年
世
間
人
的
訓
練
を
経
た

彼
等
逗
江
商
人
は
‘
自
由
に
共
の
手
腕
を
振
っ
て
、
日
本
会
図
は
勿
論
・
海
外
に
迄
雄
飛
す
る
に
重
っ
た
心
で
ゐ

る
o

要
す
る
に
近
江
商
人
が
、
近
世
に
於
て
特
に
嫡
著
に
活
隠
し
得
た
の
は
、
前
代
に
於
て
、
阪
に
立
(
凶
素
質
が

培
を
せ
ら
れ
て
居
た
た
め
で
あ
っ
て
、
中
世
に
後
達
し
た
市
座
川
炉
、
近
江
商
人
ご
し
て
の
特
質
を
養
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
以
上

ω如
〈
近
江
市
問
人
古
市
座
ご
の
聞
に
、
術
後
な
る
胸
係
的
存
在
し
た
-
』
ご
を
明
に
認
め
得
t
も、

苦
人
は
、
直
ち
に
近
江
尚
人
。
思
泌
が
市
康
に
ゐ
h
hに
す
る
説
に
は
什
ん
じ
得
な
い
。
蓋
し
吾
人
は
.
ぞ
れ
J
り

以
前
に
朔
ち
て
、
近
江
商
人
の
起
源
少
考
究
す
る
必
要
が
ゐ
る
。
印
も
何
故
近
江
商
人
を
出
L
た
る
地
域
に
、

市
・
殊
に
市
座
が
畿
迭
し
た
か
を
究
む
る
必
要
が
あ
る
o

近
江
に
は
古
来
多
く
の
市
が
存
在

L
、
現
今
地
名
に
市
を
冠
す
る
も
の
は
、
多
〈
昔

ω
市
に
聞
係
を
有
っ
て
ゐ

る
。
而
し
て
近
江
で
は
延
岡
山
寺
ご
の
閥
係
上
、
市
は
多
〈
市
座
を
形
成
し
た
が
、
北
(
り
市
的
分
布
を
見
る
に
、
近

江
市
間
人
を
山
し
た
地
域
に
、
殊
に
最
も
多
〈
存
在
し
た
。
而
し
て
此
の
地
域
に
多
〈
の
市
が
存
在
し
た
の
は
、
勿

論
(
こ
交
泊
り
便
的
あ
る
二
ご
う
一
)
物
資
に
富
め
る
こ
さ
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
之
れ
丈
け
で
は
、
其

ω
理
由

を
充
分
に
明
に
し
得
な
い
o

此
の
二
僚
件
を
同
様
に
具
備
す
る
隣
部
に
は
・
そ
れ
科
多
〈
山
市
が
存
在

L
な
か
っ

た
に
も
拘
ら
守
、
此
の
地
域
内
に
於
て
は
同
じ
僚
件
の
下
で
、
多
〈
の
市
的
存
在
し
た
古
い
ふ
こ
ご
は
何
等
か
他

の
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
泊
。
弦
に
於
て
私
は
、
四
郡
仁
於
け
る
市
の
存
在
吉
、
師
化
人
ご
め
問
に
何
等
か
の
閲

宮E

苑

近
江
市
同
人
内
起
源

第
二
十
六
巻
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ブL

近
江
商
人
の
持
制
剛

設

係
が
あ
る
に
は
め
ら
F
る
か
E
想
到
す
る
に
至
っ
た
。

四
郡
に
於
げ
る
蹄
化
人
の
妹
践
を
見
る
に
・
先
づ
蒲
生
郡
は
、
神
代
に
渡
来
し
た
新
羅
，
王
子
天
，
日
槍
の
従
人

わ

た
る
陶
人
の
居
住
せ
し
慮
で
め
b
刊
綾
天
智
天
皇

ω入
年
に
、
百
済
人
佐
卒
品
川
自
信
、
佐
卒
鬼
室
集
斯
等
男
女
七

百
伶
人
を
蒲
生
郡
に
移
住
せ
し
め
リ
叉
同
年
大
府
よ
り
遣
さ
れ
た
郭
務
保
等
三
千
徐
人
も
此
的
郡
に
居
住
せ
し
め

て
居
る
剖
倫
錦
ρ

日
佐
名
古
t
い
ふ
抽
出
入
の
殺
到
阿
も
、
品

ω那
に
居
住
せ
し
こ
芯
が
、
続
日
本
料
に
見
え
て
居
h
、

小
脇

J

市
り
附
返
に
は
、
狛
2

長
者

ω傍
設
が
少
〈
な
い
。
一
冗
来
狛
は
高
麗

ω略
字
で
あ
る
か
ら
、
狛

F

長
者
は
宜
同
属

よ
h
の
蹄
化
人
で
あ
る
。
高
麗
闘
滅
巴
後
、
其

ω巴
民
我
岡
仁
移
住
L
、
共
の
一
部
の
高
岡
田
人
が
、
必
宇
近
江
仁

も
湛
き
れ
た
も
の
に
相
違
な
〈
、
其
の
高
麗
人
が
、
小
脇
，
市

ω附
濯
な
る
部
生
野
に
居
住
し
た
た
め
、
狛
，
長
者

の
捕
時
説
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
中
野
村
大
字
小
脇
に
あ
る
金
村
宮
に
祭
っ
た
金
柱
は
、
郎
も
古
跡
長
者
の

持
備
で
あ
っ
た
ご
の
設
が
ゐ
b
、
中
野
村
に
流
れ
て
居
る
狛
川
又
は
狛
井
古
都
す
る
小
川
は
、
愛
知
川
よ
ち
水
を

堰
い
て
、
紳
崎
郡
の
二
三
村
を
過
ぎ
、
八
日
市
町
よ
り
中
野
村
を
流
れ
、
下
流
は
市
港
、
老
蘇
二
村

ω
水
田
に
瀦

い
で
居
る
が
、
ニ
れ
は
狛
氏
が
蒲
生
野
を
開
拓
し
、
遠
〈
愛
知
川

ω水
を
引
い
て
、
水
田
ご
し
た
池
淵
で
あ
る
。

倫
花
園
天
皇
聴
日
耳
元
年
十
二
月

ω内
野
共
有

ω回
券
に
、
此
の
一
帯
の
地
を
狛
野
郷
ご
記
し
て
居
る
。

紳
崎
郡
に
於

τは
、
入
日
市
よ
り
科
速
か
ら
臥
彪
に
、
駒
寺
古
い
よ
川
市
部
落
が
ゐ
る
。
一
冗
来
駒
寺
は
高
麗
寺
正

書

ν
た
も
り
で
め
っ
て
、
此
り
寺
の
あ
っ
た
部
落
も
高
麗
村
正
鳴
し
ロ
叫
仁
徳
天
皇

ω朝
に
級
漠

ω前
育
部
言
興

井
帝
利
等
が
、
高
麗
よ
ム
リ
師
化
し
て
、
此
蕗
に
居
住

L
た
た
め
、
高
麗
村
正
言
は
れ
た
も
の
で
ゐ
ら
う
。
其

ω喰

天
智
天
皇
的
四
年
に
、
百
済
の
百
姓
男
女
四
百
俳
人
を
紳
崎
郡
に
置
い
た
こ
芭
が
、
日
本
書
紀
に
見
え
て
居
る
。
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近
江
の
親
市
で
あ
っ
た
長
野
市
げ
存
在
し
た
愛
知
郡
に
は
早
〈
よ
え
泰
氏
が
生
存

L
た
も
の
の
ゃ
う
で
あ

る
o

何
日
頃
梨
佐
川
レ
た
か
に
就
い
て
は
不
明
で
ゐ
る
が
、
阪
に
早
く
4
4
徳
天
皇
的
朝
に
、
朴
市
，
秦
，
む
出
来
津
の

名
が
見
え

τ居
品
。
依
相
官
2

奏
，
訟
は
、
此

ω
郡
に
於
r
L

最
も
栄
え
た
氏
で
あ
っ
て
、
依
制
官
，
泰
氏
の
背
傾
家
で
ゐ

る
。
業
の
一
腕
た
る
依
・
智
，
奏
，
n
公
も
勢
力
を
宥
[
た
も
の
の
如

f
、
F
合
政
支
書
天
平
野
字
六
年
同
月
二
十
日
の

近
江
閥
愛
知
郡
司
解
に
、
大
筒
従
七
位
上
依
智
秦
目
白
門

ι
q
z
見
え

τ居
る
凶
之
に
よ
ち
て
見
れ
ば
依
智
，
桑
J

氏

は
、
阪
に
古
代
よ
b
此
の
郡
に
於

τ繁
街
L
て
居
た
も
の
で
あ
る
。
術
品
川
井
材
仁
あ
る
宵
済
苛
も
・
百
隣
人
の
建

立
し
允
も
の
で
あ
ら
う
。

犬
上
郡
に
は
、
延
喜
式
の
紳
名
帳
に
出
て
居
る
阿
白
蚊
紳
刺
が
ゐ
る
叫
こ
れ
は
百
臨
制
的
阿
白
岐
を
祭
っ
た
も
の

で
あ
っ
て
、
此
的
紳
枇

ωゐ
る
蕗
を
安
倉
郷
ど
い
ふ
。
此
蕗
に
は
阿
白
岐
の
一
族
が
居
住
し
た
た
め
、
其
の
名
が

あ
り
、
且
う
共

ω先
加
を
祭
っ
て
氏
紳
ピ
な
し
た
も
の
で
め
ら
う
。
高
官
市
の
あ
っ
た
高
官
は
、
阿
・
智
J

王
の
居

っ
た
慮
で
あ
る
ご
い
ひ
偶
へ
ら
れ
て
居
る
o

以
上
の
如
〈
中
郡
に
は
、
多
〈
の
蹄
化
人
が
居
住
し
た
も
の
で
ゐ
っ
て
、
今
川
口
存
在
す
る
家
産
を
見
て
も
、
此

の
地
方
に
於
け
る
屋
根
に
四
阿
り
多
い
の
は
、
や
は
り
蹄
化
人
ご
関
係
が
あ
h
曲
叉
其
の
影
響
ご
し
て
、
今
日
で

も
近
江
餓
道
り
沿
線
卸
も
中
部
に
は
、
朝
鮮
人
の
骨
相
を
兵
へ
た
も
の
が
多
い
古
都
せ
ら
れ
て
居
る
刊
而
し
て
か

〈
の
如
く
師
化
人
の
居
住
し
た
地
域
に
、
市
が
後
遺
し
た
古
い
ふ
こ
ご
に
よ
っ
て
、
其
の
問
に
何
等
か
の
関
係

ω

あ
っ
た
こ
ご
が
、
容
易
に
想
像
し
得
ら
れ
る
。
元
来
常
時
館
化
人
は
、
或
は
工
人
ご
し
て
例
へ
ば
製
陶
業
に
従
事

し
、
戒
は
農
民
己
し

τ耕
地
公
開
墾
等
に
従
事
し
た
の
で
ゐ
る
が
、
蹄
化
人
の
聞
に
は
商
人
的
素
質
を
有
す
る
者

も
少
な
〈
な
か
っ
た
た
め
に
、
彼
等
鯖
化
人
は
、
農
業
又
は
手
工
業
の
傍
に
、
商
業
に
も
従
副

L
た
の
で
あ
h
J
、

配

苑

近
江
前
人
の
起
源
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貌

ブL
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説

近
江
尚
入
山
起
源

九

四

同
時
に
又
北
(
ゆ
本
国
に
あ
っ
た
市
制
度
を
移
し

τ‘
主
(
の
居
住
地
に
市
を
創
め
た
の
で
あ
る

Q

向
彼
等
締
化
人
の

来
住
ピ
市
山
越
狐
己
が
、
略
ば
同
時
期
で
あ
る
一
』
ご
は
・
之
れ
を
今
日
前
残
存
す
る
八
日
市
凶
起
訴
に
就
き
て
知

る
こ
ぜ
が
出
来
る

U

市
が
彼
等
師
化
人
に
よ
り
て
創
設
せ
ら
れ
‘
又
は
専
ら
利
用
せ
ら
れ
た
ニ
ご
は
、
想
像
す
る

仁
雛
〈
な
い
V

。
四

近
江
商
人
が
近
江
商
人
己
し

τの
特
色
を
畿
叩
押
し
た
の
は
、
近
世
に
属
す
る
こ
正
で
あ
る
が
、
彼
等
が
近
世
に

活
腕
し
得
冗
の
は
、
阪
に
前
代
か
ら
其
り
素
闘
が
培
養
せ
ら
れ
て
居
た
た
め
で
ゐ
つ

τ、
決
し
て
近
世
に
生
じ
た

事
件
が
、
近
江
市
川
人
出
場
山
主
に
る
原
因
ピ
な
っ

K
の
で
は
な
い
。
先
づ
商
人
的
出
品
質
を
布
す
る
多
数
山
師
化
人

が
、
近
江
尚
人
的
後
鮮
地
た
る
中
郡
じ
移
住
し
、
岡
山
川
仁
彼
等
は
本
凶
り
市
制
度
に
倣
つ
一
¥
市
を
各
自
践
に
創
立

L
t
交
換
商
業
を
行
う
た
ι

然
る
に
近
一
以
り
土
地
が
.
偶
ま
水
陸
共
に
交
泌
叫
要
路
に
賞
与
、
且
つ
帝
京
じ
近
か

っ
た
た
め
、
商
人
の
活
動
を
殊
一
見
ら
に
促
進
し
、
加
之
其
山
商
棋
を
確
保
梢
進
可
る
た
め
、
近
江
に
存
花
し
た
延

脱
出
寺
ご
結
び

τ、
市
出
血
を
成
立
し
、
共
の
座
り
特
権
に
よ
り

τ排
他
的
に
両
出
怖
を
騎
批
確
立
し
て
一
大
活
躍
す
る

こ
ご
を
得
た
。
而
L
て
織
田
氏
、
豊
凶
氏
の
群
雄
統
一

z知
行
制
度

ω大
改
革
が
、
商
業
上
に
も
一
新
紀
元
を
典

へ
て
、
自
由
取
引
の
原
則
が
許
容
せ
ら
れ
た
、
肉
、
北

(ω
機
に
乗
じ
て
、
過
去
久
L
き
間
尚
人
的
訓
練
を
経
た
此

の
地
域
的
住
民
返
は
、
或
は
氏
士
よ
hzr
、
或
は
農
民
よ
り
脅
辿
し
て
商
業
界
仁
身
を
投
じ
.
寒
若
風
耐
仁
堆
へ
、

辛
酸
を
u
n
め
て
、
会
問
六
十
品
川
洲
を
行
商
L
、
又
は
海
外
に
迄
飛
躍
し

τ、
至
る
世
胞
に
於
一
工
大
商
人
ご
し
て
成
功

L
、
近
江
商
人
ご
し

τ内
特
色
を
俊
押
す
る
に
十
一
っ
た
り
で
ゐ
る
ν

之
を
要
す
る
に
、
近
江
・
同
人
内
担
源
ケ
帰
化

人
に
求
め
得
て
初
め
て
、
近
江
市
問
人
が
近
江
川
中
郡
郎
も
枠
制
生
・
紳
崎
・
愛
知
・
犬
上
的
問
耶
よ
り
、
叉
特
色
ゐ
る

商
人
Z
し
て
出
現
し
た
理
由
が
、
明
に
せ
ら
れ
る
こ
吉
、
思
ふ
。
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